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令和６年３月１０日（日）10：00～1３：00 東みよし町・東みよし社会福祉協議会主催の防

災フェスティバルに参加。徳島県西部においては最大の防災ビッグイベントです。多くのブース

があり、天気も良かったのでたくさんの人が参加してくださいました。徳島県支部はロープワー

クで参加協力しました。１６９名の来場者と楽しい交流ができました。

徳島県支部では、３月２５日(月)～３１日(日)までの１週間、徳

島駅前で毎日10：00～15：00まで能登半島地震の募金活動を実施し

ました。駅前の人通りは、春休みも相まって思っていた以上の賑わ

いがあり、たくさんの外国人の姿も見えました。

募金箱に小・中学生が進んで寄ってきて募金をしてくれたのには、

驚きと頼もしさを感じました。また、大勢のシニアの女性が大きな

金額を募金して頂きとてもありがたかったです。

募金の総額は￥３１５,５０７円(支部計算)で４月１日(月)日本

赤十字社徳島県支部へ義援金として手渡しました。募金活動に参加

協力くださった会員の方々、ありがとうございました。そして、お

疲れさまでした。

東みよし防災フェスティバル２０２４に参加

能登半島地震に伴う街頭募金活動
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1月14日７名出席

・阿部幹事が作成した支部規約改正案

を協議

2月10日９名出席

・支部規約改正案の協議

・能登半島地震への支援金支出と徳島

駅前での募金活動の実施を決定

3月16日９名出席

・支部規約改正案の協議

・総会の日程6/15(土)決定

・次年度の役員改選について

3月23日６名出席

・総会開催に向けての協議

役員会の動き

今後の予定

令和６年２月２３日(金)香川県高松市で四国支部連

絡協議会が開催されました。香川県支部から

「この支部連絡協議会が発足し７年が経ちました。そ

の間に各地で大小様々な災害が発生しております。災

害時、特に急性期には地元の力が非常に重要になって

きます。そこで四県支部の平常時の取り組みを紹介し

合い、お互いの学びに繋げたいと研修会を計画しまし

た。」のとおり、ＺＯＯＭ参加者と共に研修に参加し

ました。

四県の活動を学び、平常時から、いざという時のた

めに活動を継続していこうと心に誓いました。

日時 令和６年６月１５日（土）

9：00～12：00

会場 徳島県立総合福祉センター

会議室401

議案審議(案）

１号議案 令和５年度事業報告

２号議案 令和５年度収支報告

会計監査報告

３号議案 役員改選

４号議案 令和６年度事業計画（案）

５号議案 令和６年度予算（案）

６号議案 支部規約改正（案）

黒崎小学校への出前講座を実施

令和６年１月２２日（月）13：35～15：00 とくしま

県民活動プラザの依頼で鳴門市黒崎小学校5年生児童２

０名に出前講座で避難所運営ゲーム（ＨＵＧ）を実施

しました。後日、児童たちから感想文を頂きました。

・避難所運営をするのに、たくさんのことを考えなけ

ればならない。

・避難所運営は一人の考えでは無理だと思った。みん

なと協力することが必要だ。

・本当にこのようなことが起こったら、今日の運営

ゲームの経験を生かしたい。

・いろいろな立場の避難者の気持ちを考えて、居場

所・物の配置を考えた。

・能登半島地震が起こったので、南海トラフ地震に備

えなければならないと思った。

・避難所でいろいろな立場の人が一緒に過ごすことは、

とても難しいことだ。

・家でも水や非常食をきちんと備えておきたい。

・能登半島地震で被災された人たちは、協力し合って

生活していてすごいと思った。

・南海トラフ地震が起こったら、避難所の運営に参加

して命を守りたい。

出前講座を終えて、私達も小学生とＨＵＧを実施す

る機会がなかったのでとても良い勉強になりました。

３月１６日(土)13：00～徳島県立防災セ

ンターにて、「災害時連絡方法のてびき

300冊」「災害用伝言ダイヤル171のＰＲ

用ポケットティッシュ・マスク」を頂き

ました。

（公財）日本公衆電話会

徳島県支部から冊子の贈呈

日本防災士会

四国支部連絡協議会に参加

令和６年度

徳島県支部総会開催日程


